
 

第 54 回 高輪築堤調査・保存等検討委員会【全体会】 
 

日時：2025 年 4 月 9 日（水） 

全体会・部会②・部会③ 10:00～12:00（予定） 

場所：JR 東日本現地会議室 
 

次 第 

 

【全体会】 

(１) 開会 

 

 

(２) 要綱の改定について                          【資料１】 

 

 

(３) 「５・６街区及び隣接地区の高輪築堤跡の遺構と文化財的価値について(３)」に対するま

ちづくりと高輪築堤の保存・継承等の両立に向けた当社の見解について（JR 東日本） 

                           【資料２】 

 

 

(４) その他                            

 

 

(５) 閉会 

 
 
 
 
 
※なお、資料のなかで個人に関する情報や事業の関係等で非公開である情報については、 
一部表現を修正しています。その他、写真・図について一部訂正や出典等の加筆・修正をして
います。 
 
 
 
 
 
 



 

 

高輪築堤調査・保存等検討委員会 設置要綱 

2020年9月18日制定 

2021年7月16日改定 

2022年1月17日改定 

2022年11月9日改定 

2023年5月10日改定 

2023年8月2日改定 

2023年10月4日改定 

2024年11月6日改定 

2025年4月9日改定（案）                              

 

 
（名称） 

第１条 本委員会の名称は、「高輪築堤調査・保存等検討委員会」（以下「委員会」という。）

とする。 

 
（目的） 

第２条 委員会は、品川駅北周辺地区土地区画整理事業区域、品川駅街区地区土地区画整理事

業区域等及び田町駅周辺において発見された高輪築堤その他文化財に関し、文化財

及び鉄道構造物の観点から、調査方法及び保存方法等について検討し、必要な助言

を行うことを目的とする。なお、本委員会で扱う調査とは、検出調査及び本調査を

示すものとし、保存とは、現地保存・移築保存・記録保存を示すものとする。ま

た、「『国際交流拠点・品川』における高輪築堤等の価値・あり方に関する有識

者検討会議」と連携を図るものとする。 

 
（総則） 

第３条 前条の目的を果たすために、委員会は高輪築堤その他文化財を包括する事項につい

ては、全体会にて検討し、必要な助言を行う。 

２．委員会は、区域毎に部会を置く。各々の名称は以下の通りとする。 

・「高輪築堤調査・保存等検討委員会（北周辺部会）」（以下「部会①」という。） 

・「高輪築堤調査・保存等検討委員会（駅街区部会）」（以下「部会②」という。） 

・「高輪築堤調査・保存等検討委員会（東海道線接続区間部会）」（以下「部会③」とい

う。） 

 

資料１ 



＜部会①設置要綱＞ 

（所掌事項） 

第４条 部会①は、高輪築堤等に関し、以下の事項について検討し、必要な助言を行うものとす

る。 

（１）調査の方法について 

（２）調査の結果を踏まえた保存方法等について 

 

（組織） 

第５条 部会①の委員は、考古学、鉄道史、近代史、土質力学等の専門家（学識経験者等、別

表 1）で構成する。 

２．オブザーバー（別表 1）は部会①に参加し、意見を述べることができる。 

３．委員長は、委員の中から互選、あるいは互選がない場合は、事務局が推薦するものと

し、いずれも委員の承認を受けることとする。 

４．副委員長は、必要に応じて委員長が任命するものとする。 

５．部会①には、必要に応じて作業部会を置くことができる。 

６．作業部会は、部会①の構成員（委員及びオブザーバー）のほか、専門的見地から委員

以外のもの（以下「関係者」という。）の出席を求めることができる。また、調査方法

及び保存方法等について、部会①の意向を踏まえた詳細な検討を行い、必要に応じて

検討結果を部会①に報告することができる組織とする。 

７．部会①の構成員（委員及びオブザーバー）として適任者がいる場合は、部会①におい

て委員の承認を受けて、構成員に追加することができる。 

 
（会議） 

第６条 部会①は委員長が招集し、委員長が議長として会議を総括する。 

２．委員長は、必要に応じて関係者の出席を求めることができる。 

 
（任期） 

第７条 委員の任期は 2 年間とする。ただし、2 年を超えて部会①が継続する場合は、再任を妨

げない。 

２．委員が何らかの事由により欠けた場合は、部会①の意向を確認したうえで事務局が委

員を選定することができる。 

 
（事務局） 

第８条 部会①の事務局は東日本旅客鉄道株式会社 本社 グループ経営戦略本部 品川・大規

模プロジェクト推進部門に置くものとする。 

 
（守秘義務） 

第９条 構成員及び関係者は、この部会①で知り得た情報を事務局の許可なく第三者に漏えいし

てはならない。 

 
（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、部会①に関し必要な事項は、部会①において定める

ものとする。 



 
＜部会②設置要綱＞ 

（所掌事項） 

第１１条 部会②は、高輪築堤等に関し、以下の事項について検討し、必要な助言を行うものとす

る。 

（１）調査の方法について 

（２）調査の結果を踏まえた保存方法等について 

 

（組織） 

第１２条 部会②の委員は、考古学、鉄道史、近代史、土質力学等の専門家（学識経験者等、別表 

1）で構成する。 

２．オブザーバー（別表 1）は部会②に参加し、意見を述べることができる。 

３．委員長は、委員の中から互選、あるいは互選がない場合は、事務局が推薦するものと

し、いずれも委員の承認を受けることとする。 

４．副委員長は、必要に応じて委員長が任命するものとする。 

５．部会②には、必要に応じて作業部会を置くことができる。 

６．作業部会は、部会②の構成員（委員及びオブザーバー）のほか、専門的見地から委員

以外のもの（以下「関係者」という。）の出席を求めることができる。また、調査方法

及び保存方法等について、部会②の意向を踏まえた詳細な検討を行い、必要に応じて

検討結果を部会②に報告することができる組織とする。 

７．部会②の構成員（委員及びオブザーバー）として適任者がいる場合は、部会②におい

て委員の承認を受けて、構成員に追加することができる。 

 
（会議） 

第１３条 部会②は委員長が招集し、委員長が議長として会議を総括する。 

２．委員長は、必要に応じて関係者の出席を求めることができる。 

 
（任期） 

第１４条 委員の任期は 2 年間とする。ただし、2 年を超えて部会②が継続する場合は、再任を

妨げない。 

２．委員が何らかの事由により欠けた場合は、部会②の意向を確認したうえで事務局が委

員を選定することができる。 

 
（事務局） 

第１５条 部会②の事務局は京浜急行電鉄株式会社に置くものとする。 

 
（守秘義務） 

第１６条 構成員及び関係者は、この部会②で知り得た情報を事務局の許可なく第三者に漏えい

してはならない。 

 
（その他） 

第１７条 この要綱に定めるもののほか、部会②に関し必要な事項は、部会②において定める

ものとする。 



＜部会③設置要綱＞ 

（所掌事項） 

第１８条 部会③は、高輪築堤等に関し、以下の事項について検討し、必要な助言を行うものとす

る。 

（１）調査の方法について 

（２）調査の結果を踏まえた保存方法等について 

 

（組織） 

第１９条 部会③の委員は、考古学、鉄道史、近代史、土質力学等の専門家（学識経験者等、別表 

1）で構成する。 

２．オブザーバー（別表 1）は部会③に参加し、意見を述べることができる。 

３．委員長は、委員の中から互選、あるいは互選がない場合は、事務局が推薦するものと

し、いずれも委員の承認を受けることとする。 

４．副委員長は、必要に応じて委員長が任命するものとする。 

５．部会③には、必要に応じて作業部会を置くことができる。 

６．作業部会は、部会③の構成員（委員及びオブザーバー）のほか、専門的見地から委員

以外のもの（以下「関係者」という。）の出席を求めることができる。また、調査方法

及び保存方法等について、部会③の意向を踏まえた詳細な検討を行い、必要に応じて

検討結果を部会③に報告することができる組織とする。 

７．部会③の構成員（委員及びオブザーバー）として適任者がいる場合は、部会③におい

て委員の承認を受けて、構成員に追加することができる。 

 
（会議） 

第２０条 部会③は委員長が招集し、委員長が議長として会議を総括する。 

２．委員長は、必要に応じて関係者の出席を求めることができる。 

 
（任期） 

第２１条 委員の任期は 2 年間とする。ただし、2 年を超えて部会③が継続する場合は、再任を

妨げない。 

２．委員が何らかの事由により欠けた場合は、部会③の意向を確認したうえで事務局が委

員を選定することができる。 

 
（事務局） 

第２２条 部会③の事務局は東日本旅客鉄道株式会社 本社 建設工事部に置くものとする。 

 
（守秘義務） 

第２３条 構成員及び関係者は、この部会③で知り得た情報を事務局の許可なく第三者に漏えい

してはならない。 

 
（その他） 

第２４条 この要綱に定めるもののほか、部会③に関し必要な事項は、部会③において定める

ものとする。 



（別表１）検討体制名簿 
 

 

 部会 

① 

部会 

② 

部会 

③ 

委員長 谷川 章雄 早稲田大学 人間科学学術院 名誉教授 〇 〇 〇 

委員 老川 慶喜 立教大学名誉教授 〇 〇 〇 

委員 小野田 滋 鉄道総合技術研究所 アドバイザー 〇 〇 〇 

委員 古関 潤一 
東京大学名誉教授 

ライト工業 R＆Dセンター テクニカルオフィサー 
〇 〇 〇 

  

オブザーバー 文化庁 文化財 第二課 史跡部門 〇 〇 〇 

オブザーバー 文化庁 文化財 第二課 埋蔵文化財部門 〇 〇 〇 

オブザーバー 港区教育委員会事務局 教育推進部 図書文化財課 〇 〇 〇 

オブザーバー 港区 街づくり支援部 街づくり推進担当 〇 〇 〇 

オブザーバー 港区 街づくり支援部 土木課   〇 

オブザーバー 東京都 教育庁 地域教育支援部 管理課 〇 〇 〇 

オブザーバー 鉄道博物館 学芸部 〇 〇 〇 

オブザーバー ＪＲ東日本コンサルタンツ株式会社 〇 〇 〇 

オブザーバー 東京都 建設局 道路建設部 道路橋梁課 〇   

オブザーバー 東京都 建設局 道路建設部 鉄道関連事業課 〇 〇 
 
 

オブザーバー 東京都 交通局 建設工務部 計画改良課 〇   

オブザーバー 独立行政法人都市再生機構 東日本都市再生本部 都心業務部 〇 〇 
 
 

オブザーバー 東日本旅客鉄道株式会社 構造技術センター 〇 〇 〇 

オブザーバー 
東日本旅客鉄道株式会社 グループ経営戦略本部  

品川・大規模プロジェクト推進部門 
〇 〇 〇 

オブザーバー 東日本旅客鉄道株式会社 マーケティング本部 まちづくり部門 〇   

オブザーバー 東日本旅客鉄道株式会社 建設工事部    〇 

オブザーバー 京浜急行電鉄株式会社 生活事業創造本部 品川開発推進部  〇  

オブザーバー 京浜急行電鉄株式会社 鉄道本部 建設部 〇 〇  

注）全体会は、全ての部会のメンバーが参加するものとする。 
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2025.4.9 

東日本旅客鉄道株式会社 

「５・６街区及び隣接地区の高輪築堤跡の遺構と文化財的価値について(３)」に対する 

まちづくりと高輪築堤の保存・継承等の両立に向けた当社の見解について 

今般、高輪築堤調査・保存等検討委員会において、まちづくりと文化財のあり方の協議の開始に

あたり、委員見解をご提示いただきありがとうございます。委員見解に対する、現時点における当

社の見解は以下のとおりです。引続きまちづくりと高輪築堤の保存・継承等の両立に向け、ご検討・

ご協議をお願いいたします。 

１． まちづくりと高輪築堤の保存・継承等の両立に向けた基本的な考え方【別紙１】 

〇当社が推進する品川のまちづくりは、「これからの日本の成長をけん引する『国際交流拠点・品

川』」の核を成すものとして、当社の車両基地の再編及びリニア中央新幹線整備等の鉄道改良

事業、土地区画整理事業及び環状４号線等の基盤整備事業と一体のものとして進めている。

2025 年 3 月 27 日のまちびらきをスタートに、関係行政・関係事業者・地元の皆様及び多様

な共創パートナー等と共に、「100 年先の心豊かなくらしのための実験場」をコンセプトに、「地

球益」の実現に向けて、残る１～５・６街区の事業等についても早期に完成させ、『国際交流拠

点・品川』の早期実現に貢献していく。 

〇まちづくりを進めるなかで出土した「高輪築堤」については、鉄道会社である当社にとって大変

意義深く、その価値や保存方針等に関して、本委員会や「『国際交流拠点・品川』における高輪

築堤等の価値・あり方に関する有識者検討会議」など複数の会議体を設置し、様々な分野の有

識者及び関係行政等からのご助言やご支援のもと、第 7 橋梁部を現地保存・公開するなど保

存・継承に取り組んでいる。５・６街区エリアのまちづくりと高輪築堤の保存・継承の両立につ

いても、前述の２つの会議体での検討及び関係行政等からのご助言等を踏まえ協議を進めて

いく。なお、５．６街区エリアのまちづくりの早期実現に向け、これらの協議及びそれに続く都市

計画や建築関係の手続に必要な協議を進めていきたく、有識者及び関係行政等からのご理

解・ご支援をお願いしたい。 

資料２
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２． 「５・６街区及び隣接地区の高輪築堤跡の遺構と文化財的価値について（３）」への当社の見解 

（１）文化財的価値について【別紙２】 

◆高輪築堤跡の遺構は日本の近代化土木遺産を代表する遺跡として、わが国の近代史、

鉄道史、土木史、産業史上重要な位置を占めている。また、東京や高輪の地域史を考

える上でも貴重な遺跡である。 

高輪築堤全体に対する文化財的価値として、当社も同様に考えます。 

◆国史跡「旧新橋停車場跡及び高輪築堤跡」に指定された、２街区の築堤部及び３街区

の第 7 橋梁橋台部・築堤部と一連のものである。 

各種文献等を踏まえ、物理的には１～４街区と一連のものであり、確認調査等から５・６街 

区は１～４街区の一般築堤部や４街区南部と共通性が高いものと思料します。 

◆５・６街区及び隣接地区の高輪築堤跡は、１～４街区の高輪築堤跡と同等の文化財的

価値を有するとともに、高輪築堤跡の構造の多様性を示す貴重な遺構であると考えら

れる。また、第８橋梁及びそれにともなう南北横仕切堤が含まれ、旧品川停車場につ

ながる部分にあたる点も重要である。 

①１～４街区では、きわめて希少性の高い第 7橋梁部や最上部に創業時のバラストが残存

している２街区公園部（一般築堤部）が出土しています（いずれも国指定史跡）。５・６街区

及び隣接地区の高輪築堤跡は、これらの希少性の高い遺構等は確認されておらず、１～

４街区の一般築堤部（信号機土台部等含む）と概ね同等程度の文化財的価値を有するも

のと思料します。 

②１～６街区全体で、一般築堤部は概ね同様の構造であり、それを構成する材料（石材、盛

土、裏込め、土留め材等）が１～６街区の各場所において一部異なっているものと思料し

ます。 

③今回の５・６街区エリアには、第８橋梁北横仕切堤が含まれます。 

◆６街区の海側石垣に設置された張り出し遺構は、４街区で検出された信号機跡と類似

しており、わが国最初期の信号機跡と推定される貴重な遺構である。 

今後文献調査等が進められ、本遺構の内容や価値が明らかになるよう当社も協力します。 

    

（２）保護措置について 

◆高輪築堤調査・保存等検討委員会は、「高輪築堤跡の保存の方針についての見解」（2021. 

４.21）において、「５・６街区については築堤の『現地保存』を考慮した開発計画を

策定することを要望」している。 

◆これを受けて、５・６街区の保護措置については、１～４街区と同様に、計画の見直  

しを含めた現地保存を検討することを出発点とし、まちづくりと文化財のあり方につ

いて協議を開始することにしたい。 

① 
② 
③ 

④ 

① 

② 

③ 
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①１～４街区における当社の取組み【別紙２、別紙３】 

委員会での要望等を踏まえた取組み（既に実施済のものを含む）  

・建物計画の大幅な変更による第７橋梁部約 80ｍの現地保存（国史跡） 

 ・４街区信号機土台部約３０ｍの移築保存 

 ・「高輪築堤跡の調査の方針について」に基づいた詳細かつ慎重な記録保存調査 

上記に加えた主な取組み（既に実施済のものを含む）  

・残存状況が良好である２街区公園部約 40ｍの現地保存（国史跡） 

・開発計画や道路計画の変更を含む現地（土中）保存（約 400ｍ ※一部想定箇所含む） 

１～６街区全体（約 1.6ｋｍ）のうち、約 1/3 の範囲を現地保存（土中保存含む）済※ 

                                             ※一部想定箇所含む 

・史跡の保存・活用による高輪築堤跡の意義を実感していただける取組み （現地公開） 

・前項に必要となる構造安定性の検討、適切な保存対策及び継続的な維持管理の実施 

・築堤石を活用したランドスケープや建物修景等による歴史を感じる空間の整備 

・文献調査や記録保存調査等による知見を踏まえた、高輪築堤等の理解を深める展示・

情報発信施設等の整備 

・先端技術を活用し、日本初の鉄道が走った当時の風景を感じられる AR プログラム 

・次世代に継承する取組みの一環としての新橋～横浜間２９キロ史の編纂 

・遺構への車両荷重影響を低減させる観点等で、第７橋梁部と重複する区画道路２号

の計画を「歩行者専用道」に見直し 

 

②現時点における当社の開発計画【別紙４】（２つの会議体での検討や行政手続は今後） 

・広域交通拠点の品川駅に至近の立地において、「国際交流拠点・品川」の実現を目指

し、未来に向けた「三本柱（人材叡智・医療・水素 GX）」を実装した計画※ 

※日本で初めて鉄道が走ったイノベーションの地としてのＤＮＡを継承 

・１～６街区・品川駅の全体のまちづくりのなかで高輪築堤を保存・継承 

・１～６街区・品川駅、さらに周辺エリアにつながる歩行者、エネルギー、一般車両・物流

等の一体的なネットワーク形成と、5 街区における水素・GX エネルギーセンターの配置 

・５街区、６街区建物は、特に地下階において、鉄道や道路構造物等の近接に伴う計画・

設計・施工上の制約が大きいため、建物やネットワークを成立させるための必要機能・

スペースを最低限で確保 

・５・６街区間では、鉄道や道路構造物等に挟まれた狭隘な空間において、歩行者、エネ

ルギー、一般車両・物流等のネットワークを確保 

・６街区南部では、品川駅に面した歩行者デッキを整備 
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③計画の見直しを含めた現地保存の検討【別紙５・別紙６】 

１）６街区南部の当社開発エリア内において、歩行者デッキの構造計画等を変更することに

より、第 8 橋梁部北横仕切堤を含む範囲を現地保存【別紙５】 

２）前項以外の、５街区、６街区（南部の現地保存可能範囲を除く）、５・６街区間においては、

開発計画の見直しによる現地保存は困難【別紙６】 

 

④まちづくりと高輪築堤の保存・継承との両立のあり方（当社案） 

１）６街区南部の第 8 橋梁部北横仕切堤を含む範囲の現地保存（約１１５ｍ※） 

※上記①の約１/３に内包済 

２）前項以外の範囲は、以下の理由により、「高輪築堤跡の調査の方針について」に基づく

全面的な詳細かつ慎重な記録保存 

・「国際交流拠点・品川」の実現に向けた開発計画の必要性ならびに計画変更の困難性 

・１～６街区全体で、ほぼ同様の構造形式である一般築堤部として、既に残存状況の良

い２街区公園部（約４０ｍ）及び第７橋梁部につながる南北の一般築堤部（約 30ｍ×２

の約 60ｍ）に加え、開発計画や道路計画の変更による現地（土中）保存部（約２９０ｍ）

を現地保存実施済（一般築堤部計約３９０ｍ） 

・詳細かつ慎重な記録保存調査による、構造の内容や構成する材料等の詳細把握 

・４街区で検出された信号機跡※と類似している、わが国最初期の信号機跡と推定され

る張り出し遺構の詳細把握（※詳細かつ慎重な記録保存調査済） 

・張り出し遺構及び記録保存調査のなかで重要な遺構が発見された場合、移築保存も 

検討 

３）まちづくりのなかでの高輪築堤の文化財的価値を継承する取組み 

・ランドスケープや建物修景等により、１～４街区の取組み（２‐（２）‐①）と一体的に、高

輪築堤の持つ価値や歴史、意義等を感じられる空間を整備し、日本の近代化の礎となっ

た鉄道開業のイノベーションを次の 100 年に継承 

・文献調査や記録保存調査等による知見を踏まえた、高輪築堤等の理解を深める展示・

情報発信施設等を整備 

・１～６街区・品川駅を含むエリアの長さや様々な施設等を活かし、更に周辺の地域資源

（泉岳寺や高輪大木戸跡等）、旧新橋停車場等との連携・活用による、鉄道のはじまりの

地としてのシビックプライドの醸成と地域の歴史的価値の向上 



国際交流拠点・品川の実現に向けた、品川周辺エリアのまちづくり
【別紙１】

国際交流拠点・品川
の実現

出典：品川駅えきまちガイドライン創造編 2023

高輪築堤の保存・継承

基盤整備事業

車両基地再編（2009～）

品川まちづくり
（２０２５．３．２７まちびらき）
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1街区北部 ２街区
（北横仕切堤）

２街区一般築堤部 6街区
（北横仕切堤）

1街区

４街区
（信号機土台部）

４街区一般築堤部 5・6街区一般築堤部及び一部張り出し遺構２街区一般築堤部
（公園部）

出土状況

調査・保存等
検討委員会

方針を
踏まえた
取組み

初期バラストが残存
最上部に創業時のバラストが残存
枕木痕が残存
山側石垣が残存

記録保存 現地保存

2020年11月9日 「高輪築堤の保存の方針について」

〇「保存」を「現地保存」「移築保存」「記録保存」とする

〇保存方針は「希少性」「連続性」「遺存度」「歴史的重層性」などの観点から定める

北横仕切堤に支障しないように
歩行者デッキの計画を変更

2021年11月10日 「高輪築堤跡の調査の方針について」

〇横仕切堤の文化財的価値は高輪築堤と同等

1街区一般築堤部 ３街区
（第7橋梁部）

４街区
（南横仕切堤）

現地保存 記録保存保存方針

築堤に支障しないように構造物
の計画変更

ｖ
ｂ

変更計画（歩行者デッキ）

ｂ

原計画 変更後

A

A’

A-A’断面

１・２街区間歩行者デッキの、位置
及び形状の大幅な見直しを実施

4－2街区の
インフラ敷設
計画を一部
変更

海上築堤らしい景観や
長い区間を体感できる
継承の取組

移築保存に向けて
詳細かつ慎重な
記録保存調査

※事業者発議による 記録保存

環状４号線歩行者専用道第二東西連絡道路

未検出

記録保存

３街区一般築堤部

・希少性が高い・連続性良好
・遺存度良好・歴史的重層性あり

石すべて(約15,700個）を材質、
形状の記録し保管

木杭すべて(約8,000個）、胴木、板の
サンプリング、材質、形状の記録

有識者
検討会議

山側石垣が残存

３D点群データを活用した記録を実施

２０２１年３月２２日 「高輪築堤の文化財的評価と保存の方針について」

〇4街区は、信号機を含む築堤跡の遺構を
可能な限り長い区間を現地保存

〇第7橋梁橋台部約２０ｍとの連続性から
南北の築堤部約30m、合わせて約８０ｍの
遺構を現地保存

２０２１年３月２２日 「高輪築堤の文化財的評価と保存の方針について」

２０２１年３月２２日 「高輪築堤の文化財的評価と保存の方針について」

〇記録保存の調査を行っていく中で重要な遺構が発見された場合には移築保存もしくは現地保存を検討

〇記録保存は、現地保存を除く部分が対象

現地保存

:現地保存箇所（史跡指定地）
:現地保存箇所（指定地以外）
※一部未検出箇所を含む

：北周辺地区土地区画整備事業
（調査・保存等検討委員会部会①範囲）

:移築保存箇所
:記録保存箇所
:確認調査箇所（トレンチ）

凡例

調査報告書および調査
データの取りまとめ

築堤上面の確認・記録 裏込め石の検出・記録

〇一般論の優先順位は、「現地保存→移築保存→記録保存」
〇都市部において全てを現地保存するのは現実的ではない
〇「典型的なもの」「特徴的なもの」を残せるならば残す

現地保存 移築保存

建物計画の大幅な計画変更

４街区一般築堤部

２街区

３街区

４街区

※現地保存は現実的ではないことを説明済

我が国最初の信号機の
遺構でありきわめて
希少性が高い

2

２０２５年３月５日 「５・６街区及び隣接地区の高輪築堤跡の遺構と文化財的価値について（３）」 （文化財的価値について）

〇１～４街区と同等の文化財的価値を有する

〇高輪築堤の構造の多様性を示す貴重な遺構

〇第8橋梁及びそれにともなう南北横仕切堤が含まれ、旧品川停車場に
つながる部分にあたる点も重要

〇張り出し遺構は、我が国最初期の信号機跡と推定される貴重な遺構

２０２５年３月５日 「５・６街区及び隣接地区の高輪築堤跡の遺構と文化財的価値について（３）」 （保護措置について）

〇1～4街区と同様に、計画の見直しを含めた現地保存を検討することを出発点とし、
まちづくりと文化財のあり方について協議を開始

：確認調査箇所

〇北横仕切堤は遺構として非常に重要
〇南横仕切堤と同様に現地保存したいが、様々な対応を
している上で残すことが難しい

〇移築保存を前提とした記録保存を検討

２０２１年４月２７日 「第17回高輪築堤調査・保存等検討委員会 議事録」

これまでの高輪築堤関連各会議体における、文化財の評価と保存方針の経緯について
（JR東日本によるとりまとめ資料） 【別紙２】

※現地保存箇所は一部想定箇所含む

検 討 中



１～４街区における当社の取組み
（202４.６．1０開催 第11回「国際交流拠点・品川」における高輪築堤等の価値・あり方に関する有識者検討会議資料より抜粋・一部加筆・修正）

【別紙３】

■TAKANAWA GATEWAY CITYおよび周辺施設を活用した高輪築堤の保存・継承の取組み

イギリス×日本の
技術の融合

公園

①
②

④

⑤

⑥

⑥

現地案内機能

③
【凡例】 :史跡指定地 :記録保存

：移築公開

まちのシンボルとして広場に

信号機を復元し展示コンテンツとして活用

＋

（高輪ゲートウェイ駅、泉岳寺駅）

【③信号機土台部】移築公開

【⑥駅前案内機能】【①第７橋梁部】現地公開

象徴的な風景を現地で直接見る場
（日本の鉄道史、近代化歴史）

展示案内展示展示

展示体験

展示展示

2027年2027

年度

203３

年度以降

＋

新東海道プロムナード
における築堤の歴史を
感じさせるAR体験施設
や築堤石をランドスケー
プとして活用する

【⑤築堤石を活用したランドスケープ・

体験学習機能】

展示展示

展示体験

日本各地の魅力や
高輪築堤、地域の
魅力等の情報発信

【④情報発信施設】

展示情報

（約300㎡）

2024

年度

2030

年度以降

※詳細検討中

※現在検討中のイメージであり、今後変更する可能性がございます。

展示スペース

鉄道はじまりの「２９ｋｍ史」を紹介

高輪地域以外の周辺鉄道関連展示施設との連携も踏まえた展示計画

(1)鉄道博物館（鉄道特化の博物館）

展示展示

展示体験
横浜を中心とした、新橋～横浜間約29㎞の歴史展示

(２)旧新橋停車場鉄道歴史展示室 （史跡、展示施設）

(3) 旧横濱鉄道歴史展示（桜木町）

【新橋～横浜間約29ｋｍの鉄道開業の歴史】

出典： tactilestudio 
https://tactilestudio.us/

鉄道歴史関連2027

年度
区画道路2号

歩行者専用道化

遺構への影響軽減
の観点等から、計画
を見直し歩行者専
用道として整備

水面からの特別な眺め、
Miceの会場としても活用

【②公園部】現地公開

公園のなかで築堤を身近に感じる

展示スペース

展示展示

展示体験

2027

年度

整備済
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○公園隣接部現地保存（２街区）

※１ 高輪築堤整備基本計画策定委員会及び「国際交流拠点・品川」における高輪築堤等の価値・あり方に関する有識者検討会議等において検討中

遺構の残存状況が良好である公園
隣接部を現地保存し、築堤を身近に
感じられるよう公園と一体的に整備

・THE LINKPILLAR 2から第7橋梁部を眺めるイメージ

当時の錦絵にも描かれるような特徴的
な橋台部を現地保存し、鉄道開業当時の
歴史や風景を感じられる空間を整備

鉄道らしい景観を呈する信号機
土台部を含む前後の築堤を国道
15号側の近隣広場へ移築保存

・第８橋梁部北横仕切堤
（写真は第７橋梁部の北横仕切堤）

○第7橋梁部現地保存（３街区） ○信号機土台部の移築保存

今回計画において掘削を行わな
いことで支障回避（現地保存）

○北横仕切堤の支障回避

第Ⅱ期エリア（5・6街区）
一部記録保存調査等実施
一部確認調査実施

・国道15号沿いの広場に移築保存したイメージ

○高輪築堤の記憶・連続性を
表現するランドスケープイメージ

○高輪築堤の情報等を発信

AR・VR等の最先端技術を活用し、
高輪築堤等の歴史・文化の魅力等
を伝える

高輪築堤の保存・継承を実現するまちづくり※1

○丁寧かつ慎重な
記録保存調査の実施

・築堤・地下回廊を見下ろしたイメージ

○築堤AR体験

北 ５街区 ６街区

地上

地下

人財・叡智
～異才が輝く知の開国～

医療
～健康寿命100歳社会～

水素・GX
～水素都市モデルの創造～

高輪ゲートウェイ駅

「地球益」の実現を目指し「国際イノベーション拠点」
を形成するため重点的に取り組む三本柱
「人財・叡智」 「医療」 「水素・ＧＸ」

イノベーションの
ＤＮＡ

ヘルスケア環境

モビリティ

まちの成熟に伴う実証フィールド拡大
それらを連携・循環・バリューアップさせ

「国際交流拠点・品川」を実現

国内・海外とを繋げ
イノベーションを生み続ける街

日本初の鉄道開業という
近代化・高度成長の礎となった地

世界から人財・資金・企業等が集積する

国際的ビジネス拠点の形成
国内外のアカデミア等、

産官学の共創パートナーとの連携
国内外の玄関口として稀有な立地

地球益

TAKANAWA 
GATEWAY CITY

RESIDENCE

MoN Takanawa: 
The Museum
 of Narratives

クリニックインターナショナル
スクール

複合文化施設

産学共創
東京大学、NUS

カンファレンス

ゼロカーボン達成
街のレジリエンス確保
実装例： 水素燃料電池、

水素ステーション

羽田空港へ

成田空港へ

物流動線
品川駅

地下物流スペース
物流車両（B2F)

水素・GX
エネルギーセンター

DHC、CGS

泉岳寺地区再開発エリアへ

泉岳寺駅へ

街と品川が
つながる

品川駅 駅街区

品川東口

開発エリアへ

品川駅

エネルギー連携・融通のための洞道

高輪エリアへ

田町エリアへ

第二東西連絡道路

THE LINKPILLAR 1
NORTH / SOUTH

品川西口

開発エリアへ

水素・GX
エネルギーセンター

DHC、CGS 街のレジリエンス強靭化・災害時の電力・熱確保

国際交流拠点・品川の実現に向けた、品川周辺エリアにおけるまちづくりについて
（202４.１２．２３開催 第１３回「国際交流拠点・品川」における高輪築堤等の価値・あり方に関する有識者検討会議資料より抜粋）

4

秀でた才能の発掘・伸長
リスキリング

構想例： 社会人大学、
国際バカロレア教育

重大疾病の早期発見
新薬へのリアルタイムアクセス
構想例： 重大疾病検査センター、

創薬・治験ラボ

基盤

建物 工事中（2026年春開業） 工事中2025年3月27日
まちびらき

今後
都市計画等手続き⇒工事

国家戦略特別区域計画の内閣総理大臣認定（土地区画整理事業等の都市計画決定）

100年先の心豊かなくらしのための実験場

【別紙４－１】

※地球に対する負荷が高いこれまでの経済活動を見直し、地球と人間が調和する利益を目指すこと

南
リニア中央新幹線

東海道新幹線

環４

医療
プラットフォーム

スタートアップ
エコシステム形成ビジネス創造

歩行者デッキ（2F)

THE
 LINKPILLAR 2

新駅東側連絡通路へ

人財・叡智
プラットフォーム

一般車両（B1F)



荷捌き駐車

商業施設等

荷捌き
駐車

商業施設（ニュウマン高輪）

商業施設 交通広場 商業施設

歩行者通路 歩行者通路・融合エントランス

一般利用駐車一般利用駐車

広場

一般利用駐車

道路

DHC,
CGS

一般利用駐車

荷捌き駐車

機械室等

一般利用駐車

荷捌き駐車

商業施設等

歩行者通路歩行者

商業施設等

歩行者通路

蓄熱
水槽

一般利用駐車一般車

物流車

エネルギー

一般車

物流車

エネルギー

道路
（環４）

連携

一般利用
駐車

人財・叡智のプラットフォーム
水素
ｴﾈﾙｷﾞｰ

実証
拠点

リニア
羽田空港

次世代交通ターミナル
地下鉄
駅街区
品川西口

荷捌き駐車・機械室等

駅施設
改札

ホーム

オフィス

商業施設等

MoN Takanawa: 
The Museum
 of Narratives

文化創造施設

歩行者通路

住宅

文化創造施設

情報発信施設

鉄道
機械室等

エネルギー

駅管理車両
駅・街区間物流車

歩行者

北口広場

品川駅
北口交通
広場

５街区 ６街区

歩行者

オフィス

JW
マリオットホテル

THE LINKPILLAR 1
NORTH / SOUTH  

DX協業オフィス

エネルギー連携・融通

東京大学・NUS

エネルギーセンター

デッキレベルの
歩行者

ネットワーク

エネルギー エネルギー

荷捌き
駐車

診療所 機械室等

DHC,CGS、
機械室等

蓄熱
水槽

オフィスロビー

ニュウマン高輪

歩行者通路

一般利用駐車

築堤

ｷﾞｬﾗﾘｰ

一般利用
駐車

オフィス

道路

一般車

物流車

荷捌き駐車場

文化創造施設

歩行者歩行者

道路

駐車場

荷捌き駐車場

緑のネットワーク

田町駅
品川北周辺地区

住宅共用施設
街区
公園

インターナショナルスクール

THE
 LINKPILLAR 2  

TAKANAWA 
GATEWAY CITY
RESIDENCE

商業施設
（ニュウマン高輪）

クリニック
ビジネス
創造

「地球益」の
実現に向けた

ビジネス創造施設

６街区南部５・６街区間

大規模非常時滞在施設
（シェルター）水素を利活用した

エネルギーセンター

低炭素に資する集約駐車場

水素・GX

TAKANAWA GATEWAY CITY（１～６街区）・品川駅の開発計画案について 【別紙４－２】

5
「品川駅北周辺地区まちづくりｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ2021｣より

品川駅周辺地区地区計画企画提案書（2018）より

一般・物流車

※５・６街区は事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等
の手続きを踏まえたものではありません

１～４街区

協業オフィス

オフィスロビー カンファレンス

カンファ
レンス

「地球益」の実現に向けた

イノベーション拠点

「国際交流拠点・品
川」

の実現を目指した施設
「三本柱

（人財叡智・医療・水
素GX)」

協業オフィス

「国際交流拠点・品川」
の実現を目指した施設

「三本柱
（人財叡智・医療・水素GX)」

協業オフィス

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、
表現を修正しております



6

TAKANAWA GATEWAY CITY （５・６街区）開発計画策定の前提となる現況・制約条件等

【高輪築堤との関係】
○開発計画エリアにおける築堤面積の割合
・開発計画エリア面積：約19,300㎡
・開発計画エリア内築堤面積：約10,100㎡ （約56％）

○張り出し遺構が6街区計画建物北端部及び地下車路と重複

〇既に一部環4・京急連立等の公共事業に伴う記録保存調査等を実施

北口交
通広場

（3階レベル）

（2階レベル）

【別紙４－３】

※現時点のイメージであり、
今後変更となる場合があります

▽TP+約16.6

※写真は2024年11月時点

歩行者デッキ

６街区

５街区

補助332号線

区画道路4号

環状4号線

５・６街区間

地下車路

JR線

【基盤上の制約等】
○東西を線路に近接した土地（JR線、京急線）

○地平道路である区画道路4号、
立体的な道路である補助332･334･環状4号線に
囲まれた敷地

○環４、北口交通広場や補33４など、一部施工中・施工済

地平：JR線

６街区南部

北口歩行者広場

北口交通広場

品川駅

張り出し遺構

※写真は2024年11月時点

デッキ・人工地盤

地平

補助332号線

5街区 ６街区５・６街区間

区画道路4号

６街区南部

歩行者デッキ



５街区建物立面図 ６街区建物立面図

TAKANAWA GATEWAY CITY （５・６街区）開発計画策定の前提となる現況・制約条件等

←JR線側

【５・６街区建物立面図】 日影規制等により、高層棟の建物外形ラインの変更は困難

▼航空法高さ制限T.P=+163.19m
▼航空法高さ制限T.P=+160.23m

ｖｖ
ｖ
ｖ

補助334

補助332

ｖ

【別紙４－４】

近接程度の区分
※都市部鉄道構造物の近接施工対策マニュアル（鉄道総研）

近接程度の区分と対策内容

※京急とは協議が必要

区画4号道路

鉄道に近接しているため、
施工時に鉄道運行に影響
しないよう対策が必要

▼支持層

京急線側→

鉄道近接エリア鉄道近接エリア

要注意範囲(Ⅲ)要注意範囲(Ⅱ)要注意範囲(Ⅲ)

▼支持層

鉄道近接エリア

要注意範囲(Ⅲ)要注意範囲(Ⅱ)

鉄道近接エリア

要注意範囲(Ⅲ) 要注意範囲(Ⅱ)

要注意範囲(Ⅱ)
新設構造物の施工により既設
構造物に対し、通常は変位や
変形等の有害な影響はないと
して良いが、まれに影響がある
と考えられる範囲

要注意範囲(Ⅲ)
新設構造物の施工により
既設構造物に対し、変位や
変形等の有害な影響が及ぶ
と考えられる
範囲

7
※事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等の手続きを踏まえたものではありません

5街区付近地質柱状図

地盤の状況
・地下水位が高い
・硬い地盤となる支持層が
地下3階以深

→地下を深く掘削する場合
多大な費用と時間を
要するため、地下階を
抑える計画

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、
表現を修正しております



５街区

5・6街区間

６街区 ６街区南部

TAKANAWA GATEWAY CITY（３～６街区）・品川駅 の開発計画案について 【別紙４－５】

※５・６街区は事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等の手続きを踏まえたものではありません 8※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



9

TAKANAWA GATEWAY CITY（５・６街区）の開発計画案について

「品川駅北周辺地区まちづくりｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ2021｣より

【2階平面プラン】

【１階平面プラン】

【別紙4-6】

※事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等の
手続きを踏まえたものではありません

建物コア

人財・叡智のプラットフォーム

現地保存箇所
（6街区南部）

全フロア貫通縦動線・設備シャフト

大規模駐車設備主車路

大規模駐車設備車路

大規模駐車設備車路スロープ
機械式駐車場・車室・駐輪

人財・叡智プラットフォーム

水素・エネルギー関連施設

機械室・設備等

荷捌き・バックヤード（ＢＹ）

備蓄倉庫

商業・ホール他

広場・歩行者通路

上位計画に基づく
品川駅～田町駅方面までつながる
歩行者ネットワーク（デッキレベル）

上位計画に基づく
品川駅～田町駅方面までつながる
歩行者ネットワーク（デッキレベル）

6街区南部では、品川駅に面した
歩行者広場デッキを整備

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



TAKANAWA GATEWAY CITY（５・６街区）の開発計画案について

10

【地下１階プラン】

開業
（2025.3.27）

計画中

現地保存箇所
（6街区南部）

【別紙4-7】

※事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等の手続きを踏まえたものではありません

【地下２階プラン】

品川駅地下物流基地

現地保存箇所
（6街区南部）

供用開始
(2025.3.13)

集約駐車施設

品川駅地下物流基地へ
つながる唯一の動線（整備済）

全フロア貫通縦動線・設備シャフト

大規模駐車設備主車路

大規模駐車設備車路

大規模駐車設備車路スロープ

機械式駐車場・車室・駐輪

人財・叡智プラットフォーム

水素・エネルギー関連施設

機械室・設備シャフト

荷捌き・バックヤード（ＢＹ）

備蓄倉庫

商業・ホール他

広場・歩行者通路

■凡例

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



11

主車路

 TAKANAWA GATEWAY CITY 開発計画（５街区地下階） 【別紙４－８】

鉄道や道路構造物等の近接、地下約16ｍ以深での支持層（固い地盤）等に伴い計画・設計・施工上の制約が大きいため、建
物（建物コア、地下車路ネットワーク、周辺駐車需要を受入れる集約駐車場機能）、「国際交流拠点・品川」を実現するための機能、歩
行者、エネルギー、一般車両・物流等の一体的なネットワーク（主副から成る地下車路・上下スロープ）を成立させるための必要機
能・スペースを最低限で確保している

凡例
：全フロア貫通縦動線・設備シャフト

：水素・エネルギー関連施設

：機械室・設備シャフト

：機械式駐車場、駐車場、駐輪場

：大規模駐車設備主車路

：大規模駐車設備車路

：大規模駐車設備車路スロープ

：荷捌き、ＢＹ

※事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等の手続きを踏まえたものではありません

５街区地下1階平面図

まち全体を繋ぐ
地下車路ネットワーク

建物コア及びそれに付随する最低限必要な機能
（多機能用途に合わせた車寄せや平面駐車場等）

地上階と地下階を縦動線でつなぐスロープ

建物内の上下フロアを繋ぐエネルギー施設

集約駐車場及びそれに
付随する最低限必要な機能

建物機能を成立させるために必要なスペース
国際交流拠点・品川を実現するための機能（水素・GX）
まち全体を繋ぐために必要なスペース

地上へつながる水素関連施設 ※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



現地保存箇所
（6街区南部）

TAKANAWA GATEWAY CITY 開発計画（６街区地下1階） 【別紙４－９】

6街区開発計画（地下2階）

凡例
：全フロア貫通縦動線・設備シャフト

：水素・エネルギー関連施設

：荷捌き、ＢＹ

：機械式駐車場、駐車場、駐輪場

：大規模駐車設備主車路

：大規模駐車設備車路

：大規模駐車設備車路スロープ

：機械室・設備シャフト※事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等の手続きを踏まえたものではありません

12

鉄道や道路構造物等の近接、地下約16ｍ以深での支持層（固い地盤）等に伴い計画・設計・施工上の制約が大きいため、建
物（建物コア、地下車路ネットワーク、周辺駐車需要を受入れる集約駐車場機能）、「国際交流拠点・品川」を実現するための機能、歩
行者、エネルギー、一般車両・物流等の一体的なネットワーク（主副から成る地下車路・上下スロープ）を成立させるための必要機
能・スペースを最低限で確保している

建物コア及びそれに付随する最低限必要な機能

まち全体を繋ぐ地下車路ネットワーク

品川駅へとつながる
地下物流車路（Ｂ２レベル）
※使用開始済み

建物内の上下フロアを繋ぐエネルギー施設

建物を成立させるために必要な機械室

地上階と地下階を縦動線でつなぐスロープ

建物機能を成立させるために必要なスペース
国際交流拠点・品川を実現するための機能（水素・GX）
まち全体を繋ぐために必要なスペース

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



5・６街区エリアにおける計画見直しを含めた現地保存の検討

13

【別紙５・６】

6街区南部

６街区

５街区
５・６街区間



山
手
外

山
手
内 埋蔵文化財包蔵地

山
手
外

山
手
内 埋蔵文化財包蔵地

14

6街区南部における計画見直しを含めた現地保存の検討

北口交通広場
補334号線

品川駅

新北口改札

A

【別紙５】

駅街区北街区

A

見直し①

見直し②

＜平面図＞

＜当初計画＞

＜計画見直し＞

高輪築堤

高輪築堤

合理的な経済設計により
高輪築堤部も含めて杭打設予定

高輪築堤への支障を避けるため、
特殊な構造架構
➢ 同規模建物に比べ杭・基礎・
鉄骨サイズアップ

➢ 情報発信施設の整備範囲の
見直し

第8橋梁部
北横仕切堤

〇デッキ部断面イメージ（A-A断面）

６街区建物計画
（想定イメージ）

北横仕切堤に支障がないよう
杭を平面的に回避するよう計画見直し

情報発信施設

情報発信
施設

6街区南部エリア

施工済

施工済

6街区南部の当社開発エリア内に
おいて、第8橋梁部北横仕切堤を
含む範囲を現地保存するよう、歩
行者デッキの構造計画等を変更

6街区南部の第8橋梁部
北横仕切堤を含む範囲の
現地保存（約115ｍ）

約16mの長大スパン片持ち梁

〇第８橋梁部の北横仕切堤の検討結果（支障回避）について
【第23回高輪築堤調査・保存等検討委員会資料より一部加筆】

第8橋梁部
北横仕切堤

記録保存調査箇所及び
仮橋脚施工箇所へ
杭の打設位置を変更



15

5街区における計画見直しを含めた現地保存の検討 【別紙６－１】

開発計画と現地保存の物理的な両立の検討パターン

築堤の現地保存のアプローチ（高輪築堤の断面の確認 ２０２５．３．５委員見解文書より）

＜高輪築堤の現地保存における建物の計画見直し検討パターンの考え方＞

A案 築堤を受け替えて現地保存 B案 築堤を跨いで現地保存 C案 築堤を避けて現地保存

全断面

波除杭～石垣

石垣 山側盛土

石垣が高い位置で遺存
（現表土直下で確認）

以下の3つの方法で検討を実施した

裏込め石が一部安山岩

複線化期と考えられる盛土

山側石垣未確認

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



【別紙６－１】

非開削構造物(例:HEP&JES)による受け替え工事中の状況

写真

※非開削構造物の例
線路下をHEP&JES工法で施工した場合

A案：
立坑を設けて、非開削にて構造物を構築して
築堤を受け替える
→150m延長の立坑を設ける

5街区における計画見直しを含めた現地保存の検討（A案その① 断面図） 【別紙６－２】

非開削構造物(例:HEP&JES)による受け替え工事後の状況

受け替える範囲 受け替える範囲

埋め戻す埋め戻す

■主な課題

・築堤の破損：受け替えるための構造物施工時に上部の築堤が崩れる等、破損の
                  リスクあり。

・築堤の劣化：設計水位（地下水位）以深の施工のため及び築堤破損抑制のための
                  薬液注入、もしくは立坑構築により地下水が山側・海側方向で遮断
                  される可能性大。

→地下水が遮断されると築堤の良好な保存環境が保てなくなる。

→築堤が薬液で固められてしまう。

・受け替え工事費：工事費が多大 (約９００億円規模を想定）

・建物収益床の減：築堤上部の１～５階設置不可（▲1６,000㎡）

▼
波
除
杭

▼
用
地
境
界
ラ
イ
ン

▼TP+3.0
▼設計水位TP+2.281m

▼TP+0

断面イメージ

▼
京
急
連
立
に
伴
う

記
録
保
存
調
査
範
囲

0～6m

海側

山側

地下水遮断の可能性大
→築堤の劣化

構造物施工時に築堤が崩
れる等、破損のリスクあり

築堤を全て残す場合、
立坑が京急線を支障

設計水位以深の施工
→薬液注入により
築堤が薬液で固め

   られてしまう

９m

非開削構造物（本体）

約9m

エネルギーセンターを
平面的には確保可能
しかし、地下深層に位置
するため、エネルギ
供給が非効率 16

床面積（地下階）
約11,000㎡支障

支持層以深の硬い地盤
掘削の難易度が非常に高い
多大な費用と時間がかかる

▼支持層

当社用地内に収めようと
すると、築堤に支障する

約9m 約9m

建物収益床減

築堤

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



5街区における計画見直しを含めた現地保存の検討（A案その② 地下1階平面図） 【別紙６－３】

機械式駐車場が設置不可

５街区
地下1階平面図

車寄せが設置不可
建物内の上下フロアを
つなぐエネルギー施設
が設置不可

必要な車路スロープの
確保が不可

車路が設置不可

コアが設置できない

17

■１～６街区・品川駅の車路ネットワーク
の確保不可

■必要な機能・スペースを確保する
ための大規模掘削
・機械式駐車場設置不可
→地下７階までに代替駐車場等
を確保
・支持層以下での特殊な構造・施工

 （約900億円規模の工事費増加
と想定）

■建物の基本機能確保不可
・中高層棟設置に不可欠な
建物コア
・建物コアと一体の車寄せ
・車路スロープ
（参考）コア設置に必要な施工寸法

コ
ア

必要な車路
スロープの
確保が不可

17

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



5街区における計画見直しを含めた現地保存の検討（A案その③ 現地保存可能箇所）

５街区地下1階平面図

18

の箇所（山側の一部）については、現地保存の可能性あり

ただし、受け替える際に、建物の成立性等、多くの課題があるため、設計等詳細検討が必要

立坑設置不可

【別紙６－４】

立坑（幅員約9m）

立坑（幅員約9m）
※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



Ｚ

約30m

B案：
築堤を跨いで、上部に建築物を構築する

杭（深礎工法）写真

歩行者デッキ

EXP.J

▽TP+10.85想定

京急線

杭
4,800φ

杭
4,800φ

柱
1,600×1,600 梁-2,500×800

築堤

▼3F

▼4F

▼5F

▼2F

柱 柱

柱柱

杭等施工のための
薬液注入

柱・梁・フーチング・杭
のサイズが大きくなる

地下水遮断の可能性大
→築堤の劣化

設計水位以深の施工
→薬液注入により
築堤が薬液で固め

   られてしまう

築堤と建物コア間
に杭を設置するス
ペースがない

約３０m跨ぐ場合、杭径
Φ4,800程度の深礎杭が必要

5街区における計画見直しを含めた現地保存の検討（B案その① 断面図） 【別紙６－5】

▼
用
地
境
界
ラ
イ
ン

▼
京
急
連
立
に
伴
う

記
録
保
存
調
査
範
囲

築堤を全て残す場合、
柱及び杭の一部が
京急線を支障

19

0～6m

支持層以深の硬い地盤
掘削の難易度が非常に高い
多大な費用と時間がかかる

▼支持層
■主な課題
・築堤の劣化：設計水位（地下水位）以深の大口径杭や地中梁（フーチング）施工のため
                  の薬液注入に伴う地下水の遮断に対する検討が必要

・構築物構築費用：数百億円規模を想定

・建物収益床の減：築堤上部の１階設置不可（▲３，０００㎡）
地下深層に位置する
エネルギーセンターからの
エネルギー供給が非効率

当社用地内に収めよう
とすると、築堤に支障
する

床面積（地下階）
約15,000㎡支障

▼設計水位TP+2.281m

約30m

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



5街区における計画見直しを含めた現地保存の検討（B案その② 地下1階平面図） 【別紙６－6】

機械式駐車場が設置不可

５街区
地下1階平面図

車寄せが設置不可

建物内の上下フロアを
つなぐエネルギー施設
が設置不可 必要な車路スロープの

確保が不可
車路が設置不可

必要な車路
スロープの
確保が不可

（参考）B案立面図
築堤を跨いで現地保存

■１～６街区・品川駅の車路ネットワーク
の確保不可

■必要な機能・スペースを確保する
ための大規模掘削
・機械式駐車場設置不可
→地下９階までに代替駐車場等
を確保
・支持層以下での特殊な構造・施工

 （約1,000億円規模の工事費増加
と想定）

・エネルギー施設が地下深層（地下８・９階）での
設置となる

→エネルギー供給が非効率

■建物の基本機能確保不可
・中高層棟設置に不可欠な
建物コア
・建物コアと一体の車寄せ
・車路スロープ

（参考）コア設置に必要な施工寸法 20

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



5街区における計画見直しを含めた現地保存の検討（B案その③ 現地保存可能箇所） 【別紙６－7】

５街区地下1階平面図

21

の箇所（山側の一部）については、現地保存の可能性あり

ただし、跨ぐ構造とする際、建物の成立性等、多くの課題があるため、設計等詳細検討が必要

構造体（杭）設置不可

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



5街区における計画見直しを含めた現地保存の検討（C案その①断面図）

■主な課題
・建物収益床の減：築堤上部の１～５階設置不可（▲1６,000㎡）

5街区付近地質柱状図

22

支持層以深の硬い地盤
掘削の難易度が非常に高い
多大な費用と時間がかかる

▲地下水位

▼支持層

約16m

約46m

硬い地盤

柔かい地盤
車路

駐車場

エネルギー
センター

設
備
シ
ャ
フ
ト

【別紙６－8】

街区における計画見直しを含めた現地保存の検討

5街区は築堤を避けた場合、必要駐車場台数を確保するために大深度地下まで利用が必要

※事業者が策定した現時点の計画であり、
関係行政等との協議や各種法令等の

   手続きを踏まえたものではありません

地下深層に位置するエネルギー
センターからのエネルギー供給
が非効率

建物収益床
減

地下１階

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



5街区における計画見直しを含めた現地保存の検討（C案その② 地下1階平面図） 【別紙６－9】

機械式駐車場が設置不可

５街区
地下1階平面図

車寄せが設置不可
建物内の上下フロアを
つなぐエネルギー施設
が設置不可

必要な車路スロープの
確保が不可

車路が設置不可

（参考）C案立面図
築堤を避けて現地保存

（参考）コア設置に必要な施工寸法
■１～６街区・品川駅の車路ネットワーク
の確保不可

■建物の基本機能確保不可
・中高層棟設置に不可欠な
建物コア
・建物コアと一体の車寄せ
・車路スロープ

（参考）コア設置に必要な施工寸法

コ
ア

■必要な機能・スペースを確保する
ための大規模掘削
・機械式駐車場設置不可
→地下９階までに代替駐車場等
を確保
・支持層以下での特殊な構造・施工
 （約1,000億円規模の工事費増加
と想定）

・エネルギー施設が地下深層（地下８・９階）での
設置となる

→エネルギー供給が非効率

23

必要な車路
スロープの
確保が不可

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



5街区における計画見直しを含めた現地保存の検討（C案その③ 現地保存可能箇所） 【別紙６－10】

５街区地下1階平面図

24

の箇所（山側の一部）については、現地保存の可能性あり

ただし、建物の成立性等、多くの課題があるため、設計等詳細検討が必要

建物に囲まれた現地保存箇所の築堤への影響、
及び施工可能性については要検討

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



６街区地下1階平面図

既設地下車路
（記録保存調査済）

６街区における計画見直しを含めた現地保存の検討（地下1階平面図）

25

【別紙６－11】

建物と重複する高輪築堤面積が全体の大部分を占めるため、事業採算性の成立を前提とすると、高輪築堤部分
を避けた建物配置計画は策定自体が不可

※事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等の手続きを踏まえたものではありません

築堤想定範囲

必要面積が不足していることから、
地下階を行き来する車路スロープを設置できない
→地下階を深層まで設置して駐車場他設備を確保できない

【影響点】
地下における、

建物コア・車路・駐車場・荷捌き等の配置が不成立

※公開にあたっては一部非公開情報を含むため、表現を修正しております



6街区

5街区

環状４号線下

①街区間デッキ
・上位計画に示されている歩行者ﾈｯﾄﾜｰｸ
・通行機能と広場機能を確保
・５～６街区間デッキの全長は約40m
※３～４街区間の約24mより長大ｽﾊﾟﾝ
※中間橋脚は設置しない

デッキを中心とした歩行者ﾈｯﾄﾜｰｸ
※｢品川駅北周辺地区まちづくりｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ2021｣より

（参考）３～４街区間デッキ

デッキ上イメージ（幅員は３～４街区）

広場機能

約13m

通行機能

約23m（有効約21m）

約8m

待合せ・滞留空間
約7m

賑わい・交流空間
約6m

環状4号線下立体イメージ

※P10橋脚付近からP9橋脚側を見た図

｢品川駅北周辺地区まちづくりｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ2021｣より

②地下車路
・港区低炭素まちづくり計画に基づく集約駐車場施設
・一般車両（B1階）、物流車両（B2階）の二層構造
・一般車両は２～６街区間、
物流車両は２～品川駅地下物流スペース間を接続

③設備洞道（インフラ敷設用トンネル）
・脱炭素社会実現に向けたｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの構築
・地下車路直下に設置

■環状４号線下の特徴
・上空を環状４号線が通過→高さに制約
・線路（JR･京急）に挟まれているのに加え、
環状４号線の柱･基礎が複数あることから狭隘

京急線

JR線

環状４号線

P10橋脚

P9橋脚

P8橋脚

P7橋脚

■新設構造物
①街区間デッキ
②地下車路
③設備洞道

       （インフラ敷設用トンネル）
※地下車路の直下

環状4号線工事写真

P6橋脚
P7橋脚

P8,P9橋脚
P10橋脚

環状4号線

5・6街区間における計画見直しを含めた現地保存の検討

26

【別紙６－１2】

張り出し遺構

※事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等の手続きを踏まえたものではありません

P９橋脚

P10橋脚
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225000

18000

5500

杭
φ2500

19821

3800

■現地の特徴及び課題：
Ⓐデッキや地下車路等の計画の前提
・３・４街区間と同様の規模・機能を確保
・デッキについては、３・４街区間と同様の機能を確保する場合は幅員26ｍとなるが、構造条件を加味し幅員２３ｍで必要な機能を確保（今後協議）
・環４から地上への縦動線の有効幅員３ｍを、P９橋脚西側で2027年度に先行確保（都市計画決定済）

Ⓑ高さ方向や構造的な制約条件
・環状４号線はTP16.605、デッキはTP10.85０、地上（区画道路4号）TP４．２７８、道路空頭５．５ｍ（港区の過去指導による）
・デッキの縦桁の特殊構造採用（※3～4街区間デッキはスパン24mで厚さ1.8m→5～6街区間デッキはスパン40mで厚さ1.0m）

・デッキの横桁の厚さを抑えるためには、左右対称とする必要がある

4000

街区間デッキ

地下車路

設備洞道

京急線

←JR線

築堤石垣

施工を考慮すると
幅員不足

京急線
直下

杭間が狭隘

断面図 S=1/250

P10
橋脚

P8橋脚 P9橋脚 P10橋脚

環状４号線

《地下車路を設置できない理由》

地下車路幅員より
狭隘

←JR線
 直下

P8
橋脚

P９
橋脚

▼14.702

先行施工※

薄い桁（特殊構造）
の採用

桁の厚さを抑えるためには、
左右対称の必要あり
デッキ幅員26m→23m

現地保存が困難

今後設計により
５．５ｍ確保

12
00

桁が厚いと
荷捌車の出入が
できない可能性

デッキ施工上の
成立性および構造
の詳細検討が必要
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5・6街区間における計画見直しを含めた現地保存の検討

※2027年12月までに
設置が必要

先行デッキは
都市計画決定済

他構造物の占用に
対する協議も必要

広場機能

約10m

通行機能

23m（3,4街区同様の場合は約26ｍ）

約11m※歩行者流動より

待合せ・滞留空間 賑わい・交流空間 【参考】３・４街区間デッキ
（※都市計画提案協議資料より）

５・６街区間デッキ

縦桁

横桁

地中梁

【別紙６－13】

※事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等の手続きを踏まえたものではありません

記録保存
（京急連立事業）



6街区

5街区

環状４号線下

張り出し遺構

京急線

JR線

環状４号線

環状4号線工事写真

P6橋脚
P7橋脚

P8,P9橋脚
P10橋脚

環状4号線

5・6街区間における計画見直しを含めた現地保存の検討

28

拡大図

【別紙６－14】

地下車路及び建物の位置との関係性から、張り出し遺構の現地保存は不可

張り出し遺構

※事業者が策定した現時点の計画であり、関係行政等との協議や各種法令等の手続きを踏まえたものではありません
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